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何か特別なことを行う必要はありません。認知症の方に対して偏見を持たず、気になることがあればさりげなく見守りながら手助けをする。 

特に認知症の初期のころは、不安がたくさんあります。出来ていたことが出来にくくなったり、物忘れが極端に多くなったり…。でも、その人

はその人であり、たとえ認知症になっても変わりません。認知症になっても安心して生活できる地域でありたいですね。 

 

認知症サポーターの役割って何？ 
 

認知症に対する正しい知識を学び、地域に暮らす認知症の人やその家族に対してできる範囲で手助けする人のことです。 

認知症サポーターって？ 

認知症のこと   ～いつまでも住み続けたいやさしいまちづくり～ 

 

 

マスク品薄の時に救世主のように現れた「縫野得枝さん」たちと、寒い時に「暖かいひざ掛けを！」とサンタクロースの 

ように現れた「編方長子さん」たちなどが集まって、今年度ボランティアグループ「玉結びの会」が誕生しました。 

 子育て学習・支援センターへの寄附がきっかけで、子育て中のお母さんを対象に開催した編み物 

教室、施設からの依頼で開催した編み物教室など、「玉結びの会」として活動しています。また、毎年 

の百歳体操９０歳以上表彰時の記念品には、「編方長子さん」たちの手編みの「ひざ掛け」が贈られ 

ています。 

ボランティアの方々は、得意なことや好きなことが誰かの役に立っていることに生きがいを感じ、やる気がわいてくると言わ

れています。「ボランティア」の語源は、「喜んで～する」「自発的に～する」という意識から来ているそうです。「何かしてみたい

な！」とウズウズとしている方はぜひ社協にお声掛けください。自分の好きな事、得意な事を誰かのためにしてみませんか？「ボ

ランティアは人の為ならず」です。 

 

 

発行 南あわじ市社会福祉協議会 ボランティアセンター 

〒656-0122 南あわじ市広田広田 1064    TEL：44‐3007   FAX：44‐3037    MAIL：info@minamiawaji-shakyo.or.jp   

 

※在宅介護支援センターは「認知症サポーター養成講座」をしています。詳しいことは、市役所 地域包括支援室までお問い合わせください。 

 
ひざ掛け贈呈 

「心を込めて、編みました！」 
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